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① 断熱材の施工不良例 ② 正しい断熱材の施工例

[３] 施工エリアの掃除と床組みの確認

１）

２）

３）

４）

５）

[４] 電気関連及びその他の確認
１）

２）

３）

４） プラン図を確認いただき、予めコントローラーの位置や配線経路などを把握して下さい。

５）

床合板を固定する釘・ビスの頭は、床合板の表面から絶対に飛び出ていない様にして下さい。飛び出ている場合は床
合板に釘・ビスの頭が隠れるまで打ち込んでください。

床合板同士の段差がある場合は、カンナがけやサンダーがけを行い、平滑になる様にして下さい。

床合板を固定した釘・ビスの頭の廻りに出ているバリは全て取り除いて下さい。

『ｙｕｃａｐｏ』の施工場所は丁寧に掃除を行って下さい。掃除機・エアーコンプレッサーを使用して細かなものま
で取り除いて下さい。

釘及び釘の連結金物など突起物が無いように取り除いて下さい。木屑も同様に取り除いて下さい。

施工場所の使用用途と冬の最低温度及び断熱状態を把握して頂き、不安な場合は弊社へご確認下さい。

施工箇所の湿気の有無や湿気の程度を把握して、設置前に必要に応じて防水処理をして下さい。キッチン・トイレ・
脱衣所などはそのままの施工で問題ありません。

工事物件の契約電力を確認して、本製品設置時及び他の電気製品などの使用上で電力量に問題が無いことを事前に確
認し、容量が不足している場合は必ず電力を増設して下さい。

可能であれば床暖房専用配電盤を別途で設置して下さい。施工作業上または事後管理にも適しております。

断熱材

これらの隙間は全てＮＧ

床合板

根太

本体

断熱材

根太と断熱材、床合板と断熱材の間に
隙間がなければＯＫ

電気シート式床暖房で非常に重要なのは掃除です。丁寧な掃除をすることで
暖まらないなどの問題発生のみならず、感電・発火などの人命に関わる重大
事故発生を防止します。

本体

床合板

根太根太 根太
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